
 

好評のビートルズ講座第7弾。世界にも類を見ないソロ以降の4人に焦点を当てて解
説したジョン、ジョージに続くシリーズとなります。ポールとリンゴの70年代の音楽活動
に即し、マニアックな話に珍しい音源と映像を交えながら二人の持ち味を解説します。 

4月から始まる6ヵ月講座です。 

①ポール・マッカートニー［Part.1：1970-1971］ 
 ビートルズ解散後「ゼロ」から再出発したポール・マッカートニー。 
 激動の70年代を４回に分けて紹介します。 
 【主要曲】「ジャンク」「アナザー・デイ」「マンボ」「トゥモロー」ほか 
②ポール・マッカートニー［Part.2：1972-1974］ 
 ウイングスを率いて名盤『バンド・オン・ザ・ラン』を発表。 
 再び世界を目指した70年代前半の活動を振り返ります。 
 【主要曲】「ハイ・ハイ・ハイ」「マイ・ラヴ」「ザ・メス」「ジェット」ほか 
③ポール・マッカートニー［Part.3：1975-1977］ 
 『ヴィーナス・アンド・マース』発売後、全米ツアーでビートルズと肩を 
 並べる成功を収めた全盛期の活動を振り返ります。 
 【主要曲】「ロック・ショー」「心のラヴ・ソング」「夢の旅人」ほか 
④ポール・マッカートニー［Part.4：1978-1980］ 
 80年の幻の日本公演やジョンの死の影響も含め、終焉を迎える 
 ウイングス70年代後半から80年にかけての活動を紹介します。 
 【主要曲】「幸せの予感」「ロケストラのテーマ」「カミング・アップ」ほか 
⑤リンゴ・スター［Part.1：1970-1975］ 
 ソロ以降、俳優としても順調に活動を続け、名盤『リンゴ』で頂点を 
 極めたリンゴ・スター。70年代前半の活動を振り返ります。 
 【主要曲】「明日への願い」「シックス・オクロック」「オンリー・ユー」ほか 
⑥リンゴ・スター［Part.2：1976-1980］ 
 『リンゴズ・ロートグラヴィア』で再び「３人」の協力を得るなど、 
 歌い手として円熟味を増した70年代後編の活動を紹介します。 
 【主要曲】「ロックは恋の特効薬」「愛におぼれて」「バッド・ボーイ」ほか 

【講  師】 「ビートルズ・ストーリー」編集長 藤本国彦 
【受講日】 第２土曜 １３：００～１４：３０ ※時間にご注意ください 
       （4/13、5/11、6/8、7/13、8/10、9/14） 
【受講料】 ６ヵ月（全６回）分 １７，１００円＋税 


